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詳細は大学ホームページをご確認ください

　学祖・長谷川良信は、本学の創立者であり、仏教者として社会事業や教
育活動に多大な功績を残されました。生涯にわたる活動の軌跡を後世に
伝えるための拠点として、記念館は設立されました。
　本記念館は、長谷川良信の活動に関わる資料等を収集・保存し、展示を
通して広く公開するとともに、学園内外の学生や生徒の学習の場としても
活用し、さらに地域に開かれた生涯学習の場として活用して参ります。
　地上2階建ての建物は、長谷川良信が創立したマハヤナ学園の跡地で
ある東京都豊島区西巣鴨（淑徳巣鴨中学・高等学校第二体育館隣接地）の
閑静な住宅地に建設されました。
　床石には、ゆかりの地の一つである出生地、茨城県笠間市の稲田石を
施しています。講義・講演にも使用できるホールと、その奥には、長谷川
良信の思想と生涯をたどる展示コーナーが設置されます。
　記念館の開館は、令和8年6月を予定しており、現在、展示の準備を進め
ております。
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学長メッセージ

新入生の皆さんへ

学校法人大乗淑徳学園 長谷川良信記念館 開館のお知らせ



学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　新
入
生
の
皆
さ
ん
、保
証
人
の
皆
様
、ご
入
学

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　よ
う
こ
そ
淑
徳
大
学
へ
、心
よ
り
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

　大
学・大
学
院
で
の
学
び
の
場
を
、こ
こ
淑
徳

大
学
に
定
め
ら
れ
た
ご
縁
に
感
謝
し
、皆
さ
ん
が

「
成
長
し
た
い
」と
願
い
、主
体
的
に
学
び
行
動
す

る
限
り
、私
た
ち
教
職
員
は
常
に
伴
走
者
と
し

て
、そ
の
歩
み
を
全
力
で
支
え
て
い
き
ま
す
。

　本
学
は
、創
立
60
周
年
と
い
う
節
目
を
越
え
、

次
の
時
代
へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。こ
れ
ま

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
礎
に
、新

た
な
未
来
を
共
に
築
く
仲
間
と
し
て
、皆
さ
ん
を

迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　淑
徳
大
学
の
学
び
の
根
幹
に
は
、建
学
の
精
神

で
あ
る「
利
他
共
生
」―
他
者
に
生
か
さ
れ
、他

者
を
生
か
し
、共
に
生
き
る
―
が
あ
り
ま
す
。こ

の
精
神
は
、知
識
や
技
術
の
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、

変
化
の
激
し
い
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
姿
勢

そ
の
も
の
で
す
。学
び
の
場
で
の
対
話
や
協
働
を

通
じ
て
、他
者
を
思
い
や
り
、共
に
成
長
す
る
力

を
育
ん
で
く
だ
さ
い
。

　大
学
生
活
は
、高
校
ま
で
と
は
異
な
り
、自
己

の
探
求
と
成
長
の
場
で
す
。専
門
的
な
知
識
の
学

修
は
も
ち
ろ
ん
、多
様
な
価
値
観
を
持
つ
人
々
と

の
出
会
い
、未
知
の
分
野
へ
の
挑
戦
な
ど
、こ
こ
に

は
無
限
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。こ
の
恵

ま
れ
た
環
境
を
最
大
限
に
活
用
し
、自
ら
の
未

来
を
主
体
的
に
切
り
拓
い
て
く
だ
さ
い
。

　新
し
い
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
は
、期
待
と
同

時
に
不
安
も
伴
う
も
の
で
す
。学
業
、人
間
関
係
、

将
来
の
進
路
な
ど
、思
い
悩
む
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。そ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、仲
間
や
教
職
員
、

そ
し
て
家
族
の
存
在
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

本
学
に
は
、皆
さ
ん
が
安
心
し
て
学
び
、成
長
で

き
る
よ
う
支
え
る
体
制
が
あ
り
ま
す
。決
し
て

一
人
で
抱
え
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　現
在
、本
学
は
千
葉・埼
玉・東
京
に
広
が
る

4
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
7
学
部
13
学
科
、2
研
究

科
、留
学
生
別
科
を
擁
し
て
い
ま
す
。在
学
中
に

は
、学
部
や
キ
ャ
ン
パ
ス
を
越
え
た
交
流
の
機
会

も
あ
る
で
し
ょ
う
。他
者
と
の
出
会
い
を
生
か
し

な
が
ら
、自
分
の
興
味
や
関
心
を
深
め
、「
あ
な
た

に
し
か
で
き
な
い
挑
戦
」に
踏
み
出
し
て
く
だ
さ

い
。そ
の
経
験
は
、皆
さ
ん
自
身
の
人
生
を
豊
か

に
す
る
と
と
も
に
、社
会
に
貢
献
す
る
確
か
な
力

と
な
り
ま
す
。

　二
度
と
戻
る
こ
と
の
な
い
こ
の
瞬
間
に
、か
け

が
え
の
な
い
仲
間
と
出
会
い
、淑
徳
大
学
で
の
学

び
を
通
し
て
、充
実
し
た
時
間
を
共
に
歩
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

　皆
さ
ん
の
未
来
が
希
望
に
満
ち
、輝
か
し
い
も

の
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
願
って
い
ま
す
。

　改
め
て
、ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　共
に
、淑
徳
大
学
の
新
た
な
歴
史
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ

こ
の
瞬
間
を
共
に
歩
む
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光
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大
学
60
年
、あ
の
時
を
振
り
返
る―

主
人
公
た
ち
の
青
春―

特
別
展

淑
徳
大
学×

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア×

宮
崎
県
７
自
治
体×
多
摩
大
学

一
年
間
の
実
践
を
経
て
、航
空
を
通
じ
た
地
方
創
生
を
提
案

産
官
学
連
携

淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

2 1

　淑
徳
大
学
は
、2
0
2
5
年
に
創
立
か
ら
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　淑
徳
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
は
、「
特
別
展
：
大
学
60
年
、あ
の
時
を
振
り
返
る
―
主
人

公
た
ち
の
青
春
―
」を
企
画
し
ま
し
た
。大
学
の
主
人
公
で
あ
る
学
生
の
資
料
を
未
来
に

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
る
た
め
の
展
示
で
す
。写
真
資
料
や
卒
業
生
の
寄

贈
資
料
を
活
用
し
て
展
示
を
行
い
ま
す
。

　淑
徳
大
学
は
、千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
が
発
祥
の
地
で
あ
り
、今
回
の
展
示
の
中
心
と
な
り
ま

し
た
。今
後
は
、各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、展
示
を
順
次
展
開
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　60
年
と
い
う
歳
月
は
、干
二
支
が
一
巡
し
て
暦
が
還
る
、人
間
で
い
え
ば「
還
暦
」の
年
で

す
。新
た
な
人
生
が
始
ま
る
と
い
う
大
き
な
節
目
で
す
。未
来
に
向
け
て
、新
た
な
淑
徳
大

学
の
歩
み
が
始
ま
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

【
会

　
　期
】 

2
0
2
6
年
5
月
14
日（
木
）〜
30
日（
土
）

【
開
室
曜
日
】 

月
・
火
、木
〜
土

【
開
室
時
間
】 

10
時
30
分
〜
16
時
30
分

【
会

　
　場
】 

淑
徳
大
学 

千
葉
キ
ャ
ン
パ
ス
1
号
館（
淑
水
記
念
館
）3
階 

特
別
展
示
室

　経
営
学
部
観
光
経
営
学
科
3
年
生

（
白
井
ゼ
ミ・
永
井
ゼ
ミ・
千
葉
ゼ
ミ
）は
、

株
式
会
社
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア（
本
社
：
宮
崎

県
宮
崎
市
）お
よ
び
宮
崎
県
7
自
治
体

（
宮
崎
県
、日
向
市
、高
原
町
、国
富
町
、

綾
町
、西
米
良
村
、門
川
町
）、多
摩
大
学

が
参
加
す
る
産
官
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
い
ま
し
た
。本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

「
航
空
を
通
じ
た
地
域
創
生
」を
テ
ー
マ

に
、ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
、宮
崎
県
7
自
治
体
、

2
大
学
と
の
協
働
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た

地
域
価
値
共
創
の
実
践
的
学
習
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　5
月
の
開
講
式
・
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
特
別

講
義
に
よ
り
航
空
会
社
の
事
業
や
地
域

連
携
の
意
義
を
学
び
、8
月
に
は
宮
崎
合

宿（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）を
実
施
。10
月

の
多
摩
大
学
と
の
合
同
中
間
発
表
会
を

経
て
、11
月
に
は
宮
崎
県
主
催「
日
本
の

ひ
な
た
宮
崎
フ
ェ
ス
」（
新
宿
サ
ザ
ン
テ
ラ

ス
）や
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
主
催「
グ
リ
ー
ン
ス

カ
イ
フ
ェ
ス
タ
」（
二
子
玉
川
ラ
イ
ズ
）に
学

生
が
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、観

光
イ
ベ
ン
ト
の
現
場
を
体
験
し
な
が
ら
地

域
P
R
や
実
務
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

12
月
の
最
終
発
表
会
で
は
学
び
の
集
大

成
と
し
て
、自
治
体
に
は
地
域
資
源
を
物

語
と
し
て
発
信
す
る
体
験
型
観
光
や
関

係
人
口
創
出
を
、ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
に
は
連

携
に
よ
る
地
域
貢
献
と
企
業
価
値
向
上

策
を
提
案
し
ま
し
た
。

　一
年
を
通
じ
て
学
生
た
ち
は
、現
地
で

の
実
践
を
重
ね
る
中
で
課
題
発
見
力
や

チ
ー
ム
で
の
協
働
力
、課
題
解
決
力
を
大

き
く
伸
ば
し
ま
し
た
。航
空
会
社
や
自
治

体
と
の
協
働
に
よ
り
、観
光
を「
学
問
と

し
て
学
ぶ
段
階
」か
ら「
社
会
と
つ
な
が
る

実
践
」へ
と
向
上
さ
せ
る
視
点
を
獲
得
し

た
点
も
大
き
な
成
長
で
す
。ま
た
、多
摩

大
学
と
の
連
携
に
よ
り
、異
な
る
視
点
を

共
有
し
な
が
ら
学
び
の
幅
を
広
げ
る
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

宮崎合宿（日向市 へべす収穫体験）

宮崎合宿（鵜戸神宮）

宮崎合宿（国富町 サツマイモ収穫体験）

グリーンスカイフェスタ（西米良村PR）最終発表会

淑徳大学 千葉キャンパス



1951年（昭和26）5月4日、
当時の淑徳高等学校・淑徳
中学校（板橋区前野町）正
面玄関のレンガ積みの柱が
ある階段で撮影された写真
です。1列目左から長谷川良
信先生、隣に高松宮宣仁親
王（1905年～1987年〈昭和
62〉）と喜久子妃（1911年～
2004年〈平成16〉）が並ば
れています。

写真について

1 

　淑徳大学は2025年創立60周年を迎えました。では、1890
年（明治23）生まれの学祖・長谷川良信先生が満60歳を迎え
た1950年（昭和25）頃、先生はどのような活動をされていた
でしょうか。ちなみに、1950年は年齢を数える「満年齢」が採
用され、聖徳太子の千円札発行、京都金閣寺の全焼、プロ野
球では日本シリーズが始まりました。朝鮮戦争が起きた年で
もありました。

2 

　良信先生が60歳を迎えた前年1949年9月、首都圏を暴風
域に巻き込んだキティ台風で「撫子園」は倒壊しましたが、
翌年6月に再建し、新園舎が完成しました。1951年５月に高
松宮宣仁親王と喜久子妃が視察に訪れ、淑徳小学校・淑徳
中学校・淑徳高等学校でも、児童・生徒が出迎え、中高では
茶道部がご接待をいたしました。

3 
　1950年には、淑徳短期大学の認可が文部省より下りまし
た。同大学は、1946年、埼玉県与野町(現さいたま市)に淑徳
女子農芸専門学校として開学しています（1947年の短期大
学制度施行により、専門学校は短期大学に転換）。

4 

　良信先生の教育観には、女子中心の教育が根幹にあり、
「淑徳女子大学」（短期大学）を頂点とする総合学園としての
教育を整備したのです。1950年１月、良信先生は、「時代の
要請にこたえて、高度の一般的教養と共に専門職能的学術
の修練を完うするために、大学課程の履修を指向すること
は、我が校の歴史的使命であり、その伝統に於いて、必然の
展開」（『淑徳タイムス』第５号 1950年）と述べています。
　淑徳大学短期大学部は2025年3月をもって惜しまれなが
ら閉学となりましたが、長年培ってきた教育・研究は、4年制
の淑徳大学が継承していきます。

まっと

先導する長谷川良信先生

と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
行

け
る
立
地
環
境
は
、
地
方
で
は
な
か
な
か
得
ら
れ

な
い
も
の
。西
洋
美
術
や
現
代
ア
ー
ト
な
ど
専
門

以
外
の
分
野
に
も
積
極
的
に
触
れ
、
視
野
が
広
が

り
ま
し
た
。

挑
戦
の
積
み
重
ね
が

新
し
い
道
を
切
り
拓
く

　
現
在
は
学
芸
員
と
し
て
、
主
に
文
化
財
の
保
存

活
用
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。学
生
時

代
、
学
芸
員
や
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
明
確
な

意
志
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

興
味
の
あ
っ
た
学
芸
員
課
程
や
教
職
に
関
す
る
科

目
を
履
修
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
学
び
が
実
を
結

ん
だ
の
が
社
会
人
５
年
目
の
こ
と
で
す
。市
で
学
芸

員
の
募
集
が
あ
り
、
縁
が
あ
っ
て
今
に
至
っ
て
い
ま

す
。学
科
で
深
め
た
専
門
的
な
学
び
、教
職
科
目
で

身
に
つ
け
た
子
ど
も
の
興
味
に
寄
り
添
う
姿
勢
、

学
芸
員
課
程
で
学
ん
だ
展
示
の
工
夫
な
ど
は
い
ず

れ
も
、
業
務
を
理
解
す
る
土
台
で
あ
り
、
判
断
の

基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
淑
徳
大
学
に
は
、
学
生
一
人
ひ
と
り
を
見
守
る

先
生
、何
か
に
熱
中
す
る
仲
間
、そ
し
て
学
び
に
集

中
で
き
る
環
境
が
あ
り
ま
す
。失
敗
を
恐
れ
ず
ア

ン
テ
ナ
を
広
く
張
り
、
大
学
生
だ
か
ら
こ
そ
挑
戦

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
に
踏
み
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

好
き
な
こ
と
を

追
究
し
続
け
た
大
学
時
代

　
小
学
生
の
頃
か
ら
歴
史
が
大
好
き
で
、
大
学
で

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
目
標
で
し
た
。ま
た
、

一
度
は
地
元
の
富
山
を
出
て
東
京
で
学
び
た
い
と

い
う
想
い
も
あ
り
、
関
心
の
あ
る
科
目
や
演
習
が

充
実
し
た
淑
徳
大
学
に
進
学
。好
き
な
学
び
や
興

味
に
と
こ
と
ん
向
き
合
っ
た
大
学
時
代
で
す
。

　
授
業
は
少
人
数
で
実
践
的
な
内
容
が
多
く
、
就

職
活
動
や
社
会
に
出
て
か
ら
も
役
立
つ
力
が
養
わ

れ
ま
し
た
。１
年
次
に
は
歴
史
に
関
す
る
新
書
を

テ
キ
ス
ト
に
、
自
分
の
担
当
ペ
ー
ジ
を
読
み
込
ん
で

発
表
す
る
講
義
で
、読
む
力
、要
約
す
る
力
、伝
え

る
力
を
磨
き
ま
し
た
。史
跡
や
博
物
館
を
訪
れ
歴

史
に
触
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
板
橋
区
の
歴
史

を
学
ぶ
講
義
で
は
、
新
選
組
局
長
・
近
藤
勇
の
墓

所
を
目
に
し
、
歴
史
上
の
人
物
が
一
気
に
身
近
に

な
る
感
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。卒
業
研
究
で
は
、ゼ

ミ
の
先
生
か
ら
「
北
陸
出
身
の
強
み
を
活
か
し
た

テ
ー
マ
に
挑
戦
し
て
み
て
は
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
、
万
葉
集
の
歌
人
・
大
伴
家
持
が
国
守
と

し
て
富
山
に
赴
任
し
て
い
た
時
期
の
足
跡
を
調

査
。帰
省
を
兼
ね
て
地
元
に
点
在
す
る
歌
碑
を
訪

ね
、文
献
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
発
見
も
あ
り
、充

実
し
た
研
究
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
隣
の
博
物
館
や
美
術
館
に
足
繁
く
通
っ
た
こ

吉岡 日陽子さん
Hiyoko Yoshioka

小矢部市教育委員会 文化スポーツ課（学芸員）

夢
中
に
な
っ
た
時
間
が

視
野
を
広
げ
、

挑
戦
す
る

失敗を恐れず

淑徳大学アーカイブズ（千葉キャンパス1号館3F）▶
（作成　淑徳大学アーカイブズ）

参考文献
『学校法人大乗淑徳学園要覧』大乗淑徳学園本部（1955年）
『大乗淑徳学園 100周年記念写真集』（1996年）
長谷川匡俊
『長谷川良信の生涯 -
トゥギャザー・ウィズ・ヒム（淑徳選書7）』（2020年）

未
来
を
動
か
す
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キャンパスニュース

千葉キャンパス千葉第二キャンパス

保育・教職課程センター活動紹介 ～保育士・教員になる夢に向かって～

　保育・教職課程センターは、大学南門を入って正面にある1号館の１階にあ

ります。職員は全員で10名です。小中学校、特別支援学校、幼稚園・保育園で

長年にわたり子どもたちと関わってきた経験豊かな先生方が常駐し、保育

士・教員採用試験の対策、実習教育の支援、学校ボランティアの推進など学

生をサポートしています。

　今回は、保育士・教員採用試験の対策の取り組みを紹介します。採用試験

の対策講座は4月から25講座が開講し、昨年度は延べ474名の学生が講座

に取り組みました。集団討論対策講座では、学生が５～８名程度でグループを

作り、１つのテーマについて熱心に議論し練習を重ねました。７月には、教員

採用一次試験を受験する４年生に向けた「激励会」を開催しました。昨年度は

53名の４年生が参加し、学生代表が決意の言葉を述べました。「これまで学ん

できたことを本番で出し切ってきます」「皆で頑張ってきたことを思い出して本

番を乗り切ります」「淑徳魂を発揮し試験を突破します」など、力強い決意の

言葉に教室は盛り上がりました。先生方からも励ましの言葉をいただき、学生

たちは教員をめざす強い気持ちを胸に、教員採用一次試験に挑みました。

　保育・教職課程センターでは、これからも保育士・教員になる夢の実現に向

かって頑張る学生の皆さんを全力でサポートしていきます。

　学生生活の中で、「誰かの役に立ちたい」「勉強について相談したい」と思ったこと

はありませんか。千葉キャンパスには、ボランティア活動や地域活動を支える「地域共

生センター」と、学習や学びの相談ができる「学修支援室」が、3号館別館アネックス1

階の同じ部屋にあります。学生一人ひとりの「やってみたい」と「学びたい」をサポートし

ています。ぜひお気軽にお立ち寄りください！

地域共生センター・学修支援室を紹介します！

エールの会のおかげで緊張していた気持ちがほぐれ、
本番は自己ベストの得点で合格するぞ！

管理栄養士国家試験に向けて、ラストスパートです！

　3月1日（日）に実施される管理栄養士国家試験に向けて、栄養学科学生

が追い込み勉強に取り組んでいます。4年生に進級した4月から対策講座や

模擬試験受験を継続しており、年明けからは対策講座の頻度を増やして総

仕上げを行っています。写真は、学外講師である東京アカデミーの先生によ

る講座の様子で、学内教員の講座と併せて受験テクニックそして理解力向

上のためのノウハウを分かりやすく伝授いただけると毎年好評です。またも

う一枚の写真は本番4日前の「エールの会」の様子で、こちらも毎年恒例の

企画です。教職員と後輩学生たちの応援が詰まった動画視聴、そしてお世話

になった先生方からの熱い激励の

言葉。これまでくじけそうになっても、

学科一丸となって4年生を励ましてき

ました。加えて合格グッズも受け取っ

て、これで全員合格は確実！そう信じ

て、4年間見続けてきた管理栄養士

の夢を叶えてもらいたいですね。

東京アカデミーの上村先生による対策講座です。
うーん、難しいけどそういうことだったのか

看護学科 大巌寺での合格祈願を行いました

　令和7年12月9日（火）、千葉キャンパスに隣接する大巌寺にて、看護栄養

学部看護学科・栄養学科の国家試験合格祈願を行いました。

　大巌寺は、本学理事長である長谷川匡俊先生がご住職を務める由緒ある

寺院です。

　当日は冬の澄んだ空気の中、厳かな雰囲気に包まれながら、学生有志が

参列しました。看護学科4年生は21名が参加し、目の前で行われるご祈祷

に静かに耳を傾け、令和8年2月13日（金）に実施される保健師国家試験、

同月15日（日）の看護師国家試験への決意を胸に刻んでいる様子が印象的

でした。祈願を終えた

学生たちの表情には

緊張感とともに前向

きな覚悟が感じられ、

全員合格に向けてラ

ストスパートに臨む良

い節目となりました。

大巌寺の前で集合写真。
皆さんいい笑顔です！

護摩焚きによる祈祷
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いつでも相談できます

学生たちで賑わっています

部屋の様子

【地域共生センター】
地域共生センターは、地域での活動、体験を通して、建学の精神である「利他共生」の行動化をいっ
そう推進するために創設されたセンターです。「地域で何かしてみたいけれど、どう始めたらいいか
分からない」「ボランティア経験はあるけれど、ほかの分野の活動にも挑戦してみたい」といった皆
さんの声に、専門職員（ボランティアコーディネーター）が一人ひとりに丁寧に寄り添い、サポートし
ています。

【学修支援室】
学修支援室は、学科・学年を問わず利用でき、皆さんの「学びたい」という気持ちを応援する場所で
す。自分のペースで、学びに向き合えます。 

◆キャンパスソーシャルワーカーへの相談（週2回）

勉強の仕方が分からない、学校生活や日常生活で気になることがある、時間管理が苦手…など、学
びや生活に関する幅広い相談を受け付けています。学生の皆さんと一緒に解決方法を考え、安心し
て学びに向かえるようサポートします。個別相談は個室で行い、プライバシーは遵守いたします。



キャンパスニュース

東京キャンパス埼玉キャンパス

　最近の企業活動におけるアイディアやデータの重要性はますます高

くなり、データの傾向やパターンを把握し客観的に理解するための「可

視化」スキールが求められています。それに加え、組織のメンバー全員が

共通の認識に基づいて意思決定を行うための「見える化」スキールも重

要となっています。

　本授業は、経営の現場で必要とされる様々な可視化や見える化のス

キールを身につけることで、企画書や提案などに使える可視化や見え

る化ができること、企業の視覚化事例の分析と理解ができること、そし

て自分なりの改善策の提案ができることをめざします。

　そのために、情報リテラシー教育では学んでいないコンピュータグラ

フィックスの基礎スキールを学びます。具体的には、ビットマップ及びベ

クターのイメージツール、動画編集ツール、3Dモデリングツール、

Unreal Engine 5(or Unity)などの使い方を学び、使用事例の分析を

行います。その後、自ら行った演習内容を発表しています。この過程を通

じて、多様な仕事に柔軟に対応できる人材となることを期待しています。

経営プロジェクト研究Ⅰ・裵先生クラス授業模様の紹介
〈経営学部〉

　こども教育学科幼児教育コースの学生のうち公務員就職を希望する人への支援を行っています。学生がめざす職種は、最も多いのが保育

士です。また、幼稚園教諭、保育教諭のほか、都県庁の福祉職をめざす人もいます。

　学科の教員とともに、教員・保育士養成支援センター、埼玉キャリア支援室の教職員が連携しつつそれぞれの得意分野による支援を行って

います。支援担当者と学生が、GoogleクラスルームやSNSで連絡をとり、必要な時に個別に指導する体制をとっています。

　小学校教諭採用選考の対策では有効な一元的、一斉の指導では、保育士の公務員就職支援には対応できないからです。保育士の採用

試験は、近年、学生が受験しやすいよう各自治体が工夫を凝らす傾向が顕著です。資格を応募条件としてなお専門試験がある自治体、筆記

試験が無い自治体、面接重視の自治体や自己ＰＲ動画を求める自治体など、試験の方法や科目の違いが大きく、時期も、早期に採用決定す

べく1年以上前の3月を応募期間とする自治体がある一方、二次募集の試験が採用時期直前の2月頃まで続く自治体もあります。面接試験

を担当する職員の構成も、園長や部課の管理職など自治体ごとに異なります。支援に

おいては、各自治体について蓄積した情報を踏まえた、保育の専門性とともに行政職公

務員試験や一般就職をも含む幅広い見地からの、随時個別の対応を基本としなければ

なりません。

　指導内容は、個別相談から始まり、web応募の方法、エントリーシートの添削、筆記試験

対策、論文や面接の指導など多岐にわたります。また、小学校以上の教員への就職では

起こり得ない、採用試験日と実習期間が重なる場合の対応など、学内外での調整や連

携が必要になる場面も多くあります。

　学生自身の努力と大学からの支援が相俟
ま

って、1月末までに、埼玉県、東京都の自治体

を中心に、23人（学生の実数：複数自治体への合格者も1人と数える）が合格しています。

　地域理解実習では1年生が4つのコースに分かれ、現場に合わせた実習を行ってい

ます。髙木先生と東海林先生が担当する八潮市コースでは八潮市の歴史や地理的条

件を踏まえ産業・経済・地元企業との関わりについて理解を深めます。

　第2Qでは八潮市の全体像を捉えこれからの実習に備えます。第3Qでは文化を

テーマに町歩きを行い地域社会の変遷や文化を学びます。第4Qでは工場見学や農業

体験を通じて地域産業を見ていきます。また2年生第1Qでは八潮市の地域資源である

小松菜を中心にその利活用について学びます。2年生第2Qで

は学習の最終段階として学生の興味関心に基づき、地域資源

をどのように利活用するのか、という点について、八潮市長に

対して発表を行います。八潮市について学生は当初「何もない

ところ」と認識していますが、実習を通し地域の人たちとふれ

あう中で八潮市は「面白い市」や「文化・産業に特徴がある

市」とその認識に大きな変化が見られます。学生が八潮市の

ファンになる。これが現地実習の持つ大きな教育効果です。

地域理解実習（八潮市について）
〈地域創生学部〉

幼児教育コースの学生への公務員就職支援
〈教育学部〉

説明会の会場の様子

藍染研修を行っている学生たち

潮止揚水機場史跡の見学と説明を受ける学生たち
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　人間科学科の学生11名が2025年9月にTV等でもとりあげられる「注文をまちがえる料

理店」のサポートを行いました。3年生の八百板愛美さんの振り返りを以下に抜粋します。

人間科学科認知症支援チームFollowsの活動紹介
〈人文学部〉

　東京キャンパスでは、５号館ホールと2階キャンパスストリートがリニューアルされ、より快

適で魅力的な空間へと生まれ変わりました。先に改修された2階ラウンジの雰囲気に合わ

せ、天然木の暖かみと明るさを取り入れつつ、落ち着きとスタイリッシュさを両立したデザ

インを採用しています。学業に集中したい時にも、気分転換や休憩をしたい時にも利用し

やすいよう工夫されており、自然と人が集まり、心地よく過ごせる環境が整いました。新しく

なった東京キャンパスの空間を、ぜひ日々の学校生活、交流の場としてご活用ください。

淑徳大学 5号館リニューアル紹介

コンピュータグラフィックスの基礎理論を
説明し、各種のグラフィックスツールに適
用されている形を理解させます。コン
ピュータグラフィックスツールの基本概念
の一つであるレイヤーの概念を説明し、
使い方に関して解説しています。

グラフィックスツールにおける
レイヤー概念についての解説

動画作成のツールの各機能を学び、その
機能を活かして自分なりの動画を作成し
ました。身近なテーマを中心に学習した
内容を適用した動画作成の実践ととも
に、作成した動画の企画や製作過程が
説明できる演習を行いました。

学生による作成動画の発表

発表した内容に関して、スキールの側面
から、活用場面を考えさせることまでアド
バイスし、議論しています。教員から生徒
への一方的な指摘ではなく、お互いの議
論とともに、生徒の間での議論も行って
います。

動画に対する講評・議論

　私はこの活動を通して、支援とは「その人がその人らしく生きる」ためのものだと学びまし
た。認知症の方と関わった経験があまりなく、初めはどう接すればよいのか分かりませんで
した。ですが本番を迎えると、支援がなくとも皆さん一人ひとりが積極的に接客をしていまし
た。何か支援をしなければと考えていたため、むしろその考え方はその人の可能性を潰し、
縛りつけることだと気づきました。その人は何ができるのかを知り、それを伸ばしていくこと、
妨げないことも支援だと学びました。

学生の声

2027年４月就職予定者向けの説明会

写真はhttps://readyfor.jp/projects/ORDERMISTAKES_2025/announcements/395355より
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千葉キャンパスにあ
る

41の団体を一挙ご
紹介！

新入生の皆さん、

気軽に遊びに来てく
ださいね

shukutokuac  部活・サークルをご
紹介！

淑徳生の1日Vlogをお届け授業の雰囲気や空きコマの過ごし方など、意外と自由な大学生活。　学生の皆さんも卒業生の皆さんも、共感してくれたら嬉しいです。

shukutokuac  淑徳生の一日

該当キャンパスの学生は必見！

キャンパス周辺の美味しい

ご飯屋さんなどをリサーチ＆ご紹
介！

shukutokuac  グルメ情報も！

淑徳大学とあなたとの架け橋に、あなたと共にある広報誌

二次元コードを
カメラで読み取って、
実際の投稿を
チェックしてね！

受験シーズンは
、受験生に向けて

アドバイスや応援
メッセージを

送っています！

shukutokuac  受験勉強のアド
バイスは？

学科ごとの取り組みや、
学びの内容を発信！

shukutokuac  学びや活動を紹介！

学生有志による広報チーム「しゅくとクルー」が、大学のリアルな魅力を
学生目線で発信しています。

SNSで

Vol.10
2026

SPRING
ISSUE

［ウィズ］
with

これまでweb広報誌として好評をいただいてきた
『with』が『Together』にやってきました！

�����������
バックナンバー

Vol.01 創刊号！

淑徳大学とあなたとの架け橋に、あなたと共にある広報誌

［ウィズ］

2021 SPRING ISSUEwith

表紙：東京キャンパス6号館

Vol.02

淑徳大学とあなたとの架け橋に、あなたと共にある広報誌

［ウィズ］

2022 WINTER ISSUEwith

表紙：千葉キャンパス

Vol.03

淑徳大学とあなたとの架け橋に、あなたと共にある広報誌

［ウィズ］

2022 SUMMER ISSUEwith

with第3号編集委員（千葉第二キャンパス）

学  生

 

教職員

小川 桃佳　佐藤 開　佐藤 よし乃　
鈴木 玲央　前田 明日香　三田 菜々美
緑川 真海　村田 亜未　梅澤 悠　
郷田 稜祐　佐藤 来美　田辺 裕菜
 
土谷 庸　氏原 将奈　鈴木 沙織

表紙：千葉第二キャンパス表紙：千葉第二キャンパス

Vol.05

淑徳大学とあなたとの架け橋に、あなたと共にある広報誌

［ウィズ］

2023 SUMMER ISSUEwith
with第5号編集委員
〈千葉キャンパス〉
小安 涼太
白山 未来
氏家 かりん
服部 玲央
中村 颯
椎名 謙
齋藤 葵
松井 ひなた
久古 亜里紗
糸川 碧
藤田 立琉
鈴木 浩二郎
須賀田 絢
｠
〈教職員〉
松山 恵美子
小森 めぐみ
青木 隆
平川 未菜美

〈千葉第二キャンパス〉
川口 遥愛

大河原 里恵
亀山 葉月
近江 結奈
渡邉 結衣

〈教職員〉
氏原 将奈
土谷 庸

鈴木 沙織

»創刊号（2021年春号） »第2号（2022年冬号） »第3号（2022年夏号） »第4号（2023年冬号） »第5号（2023年夏号）

Vol.06

淑徳大学とあなたとの架け橋に、あなたと共にある広報誌

［ウィズ］

2024 WINTER ISSUEwith
with第6号編集委員

〈埼玉キャンパス〉
小川 航輝
筒井 颯大
岡本 芽衣
大須賀 穂香
奥野 心
来栖 知香
嵯峨山 千聖
佐藤 菜摘
城倉 あやの
橋本 野々花
湯田 結那

〈教員・職員〉
吉田 昌弘
内山 大介
山脇 香織
品田 一帆
伊藤 舜真

〈東京キャンパス〉
木下 七海
松下 真大
三浦 柚月
庭田 明

〈教員・職員〉
武内 智弥
井上 秀克

表紙撮影：大塚 真哉

Vol.07

淑徳大学とあなたとの架け橋に、あなたと共にある広報誌

［ウィズ］

2024 SUMMER ISSUEwith
with第７号
編集委員

〈千葉キャンパス〉
辰　翔太
宇井　琴乃
菅澤　希海
山吹　翠那
山本　亜実
瀧澤　愛
谷口　茉優
清宮　美優
小安　涼太

〈教職員〉
宮本　桃英
佐藤　まゆみ
磯岡　哲也
今野　智子

〈千葉第二キャンパス〉
神谷　美結
渡邉　結衣
木下　実緒
荻野　春香
小野　美希
石井　利奈
加藤　杏菜

〈教職員〉
氏原　将奈
土谷　庸
鈴木　沙織

表紙：千葉第二キャンパス

Vol.08

淑徳大学とあなたとの架け橋に、あなたと共にある広報誌

［ウィズ］

2025 WINTER ISSUEwith

表紙：東京キャンパス

埼玉キャンパスで
学内ピクニックを実行しました！

秘密！のちいきグルメ

経営学科の近況報告！！

観光経営学科の近況を紹介！！

東京キャンパス新施設大紹介！

歴史学会ニ潜入セヨ！
ー平安貴族から第二次世界大戦までー

人間科学科のパワー全開
仲を深めたクラスアワーイベント!!
｜留学生別科｜

学園祭初参加！
［制作担当］
■ 埼玉キャンパス（教育学部・地域創生学部）
■ 東京キャンパス（経営学部・人文学部・留学生別科）
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005

Vol .09

淑徳大学とあなたとの架け橋に、あなたと共にある広報誌

［ウィズ］
with

表紙：千葉キャンパス

2025 SUMMER ISSUE

［制作担当］
■ 千葉キャンパス（総合福祉学部・コミュニティ政策学部）
■ 千葉第二キャンパス（看護栄養学部）

001

002

004

008

010

005

006

          

社会福祉学科の近況報告！！

教育福祉学科の近況報告！！

実践心理学科の近況報告！！
コミュニティ政策学部の
ケーススタディ・ワークショップ
キャンパスの四季歴
春と夏

くまにちゃんショップ紹介！
充実キャンパスライフ
注目！ 学食メニュー編

社会福祉学科の近況報告！！

教育福祉学科の近況報告！！

実践心理学科の近況報告！！
コミュニティ政策学部の
ケーススタディ・ワークショップ
キャンパスの四季歴
春と夏

くまにちゃんショップ紹介！
充実キャンパスライフ
注目！ 学食メニュー編

［制作担当］
■ 千葉キャンパス（総合福祉学部・コミュニティ政策学部）
■ 千葉第二キャンパス（看護栄養学部）
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006
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バックナンバーは、こちらから ☞
オンラインでお楽しみいただけます
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千葉キャンパス
総合福祉学部
コミュニティ政策学部
大学院 総合福祉研究科
〒260-8701 
千葉県千葉市中央区
大巌寺町200
Tel 043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　
大学院 看護学研究科
〒260-8703 
千葉県千葉市中央区
仁戸名町673
Tel 043-305-1881

埼玉キャンパス
教育学部
地域創生学部
〒354-8510 
埼玉県入間郡
三芳町藤久保1150-1
Tel 049-274-1511 

東京キャンパス
経営学部
人文学部
留学生別科
〒174-8631 
東京都板橋区
前野町6-36-4
Tel 03-3966-7631

大学広報誌「Together」読者アンケートのお願い
大学広報誌「Together」は４月と１０月の年２回発行しています。保護者や卒業生の皆様に向けて、「淑徳大学の今」をお届けします。
皆様の貴重なご意見、ご感想をお聞かせいただきたく、右記より読者アンケートへのご協力をお願い致します。

h t t p s : // f o rms . g le / e s1Fo8GvTxGd8pzB6

淑徳大学は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け、積極的に取り組んでいます。
その一環として、この印刷物はFSC®森林認証紙と、地産地消・輸送マイレージに配慮したライスインキを使用しており、環境に配慮した印刷物として発刊しています。

公式HP 公式X アドミッションセンター
公式X

発行日 | 2026年4月1日
編　集 | 淑徳大学
　　　　大学広報誌

　　　　編集委員会

発　行 | 淑徳大学
　　　　大学事務局

公式Instagram 公式YouTube

4（日）https://www.shukutoku.ac.jp/university/60th/
詳細は大学ホームページをご確認ください

　学祖・長谷川良信は、本学の創立者であり、仏教者として社会事業や教
育活動に多大な功績を残されました。生涯にわたる活動の軌跡を後世に
伝えるための拠点として、記念館は設立されました。
　本記念館は、長谷川良信の活動に関わる資料等を収集・保存し、展示を
通して広く公開するとともに、学園内外の学生や生徒の学習の場としても
活用し、さらに地域に開かれた生涯学習の場として活用して参ります。
　地上2階建ての建物は、長谷川良信が創立したマハヤナ学園の跡地で
ある東京都豊島区西巣鴨（淑徳巣鴨中学・高等学校第二体育館隣接地）の
閑静な住宅地に建設されました。
　床石には、ゆかりの地の一つである出生地、茨城県笠間市の稲田石を
施しています。講義・講演にも使用できるホールと、その奥には、長谷川
良信の思想と生涯をたどる展示コーナーが設置されます。
　記念館の開館は、令和8年6月を予定しており、現在、展示の準備を進め
ております。

ChibacampusChibacampus Chiba2campusChiba2campus

Saitama
campusSaitama
campus TokyocampusTokyocampus

Shukutoku University Magazine
No.249｜2026.4.1

学長メッセージ

新入生の皆さんへ

学校法人大乗淑徳学園 長谷川良信記念館 開館のお知らせ


